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Molecules , 25(10), 2373, 2020.
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1帝京大・理工、2帝京大院・総合理工、3帝京大・先端機器分析センター、4 ブルカージャパン株式会社
（本学教員にはアンダーライン）

ブルカージャパン株式会社、韮澤氏との共同研究の成果が、MoleculesのSpecial issue “Tannin Analysis, Chemistry, and
Functions”に掲載されました。
MALDI-質量分析イメージングでは、生体分子のイオン化を補助するため、組織切片上へのマトリックスのコーティングが必須
になります。組織切片へのマトリックスコーティング法には主にスプレー法が用いられていますが、しばしば生体分子の非局在
化という問題がみられました。そこで本研究では、新たにマトリックスのコーティング法としてマトリックスの蒸着/再結晶化を
検討しました。その結果、落花生種皮中のフラバン-3-オール類の詳細な可視化に成功し、フラバン-3-オール類が種皮内の更に
上皮組織に局在していることを明らかにしました。本研究で得られた落花生由来のフラバン-3-オール類の局在情報は、今後、フ
ラバン-3-オール類の抽出・精製効率の改善に貢献するものと期待されます。
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